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論 文 内 容 の 要 旨

大阪赤十字病院眼科外来患者のうち, 正常結膜を有するものおよび各種結膜疾患を有するものの結膜嚢

より, 好気性の Corynebacterium の分離を試みた｡

菌を分離する場合の基礎培地としてはチオグリコレ- ト培地を用い, 左右眼はそれぞれ別個のものとし

て扱った｡ 滅菌ピペットに所要量のチオグリコレー ト培地を吸引し, これを結膜嚢内に滴下 してできるだ

け結膜嚢内のすみずみにまで拡がらせた後, 同じピペットで吸引して元の培地にもどし, これを 37oC で

2 - 5 日間培養する｡ しかる後に荒川培地 および 10% ウサギ血液加寒天培地を用いて分離培養を行なっ

た｡ 得た純培養については, 主として, 染色および形態検査の成績, 一般生物学的性状すなわち運動性,

硝酸塩の還元能, H iss の糖加血清水培地に5 日間培養 して得た糖分解性に関する成績, 毒素産生能をウ

サギ角膜内注射法, モルモット皮内注射法, E lek の寒天層内沈降反応で検査 した成績, Latex 凝集反応

および吸収試験により免疫学的性状を検査 した成績を総合 して分類 した｡

なお C .xerosis としては 53-K -Ⅰ株, 阪大よりの分与株および A T CC より分与された9016株を,

C . pseudodiphtheriticum としては10700株を, C. diphtheriae としては, いずれも伝研から分与された

G ravis 型の A -7 株, M itis 型の T ront 株および Park-D avis 株, および Interm edius 型の A -9 株,

大阪学芸大学より分与された Park W illiam s N o.8 株をそれぞれ対照標準菌株として用いた｡

つぎのような成績を得た｡

1 ) 健康者および各種結膜疾患を有する患者 251例の結膜嚢の細菌学的検査を試み, 好気性の Coryne-

bacterium 53株を得た｡ これらはすべて G ram 陽性の梓菌で, 2株を除いた51株では異染小体を認め

た ｡

2 ) これらの菌株を主として糖分解性により, glucose および sucrose は分解するが dextrin は分解

しない C .xerosis 41株, 糖類を分解 しない C. pseudodiphtheriticum 2株, glucose および m altose

は分解するが sucrose および dextrin は分解 しない D iphtheroid 5株, その所属を決定 し得なかった
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もの 5株に分類 した｡

3 ) C .xerosis 41株は, その荒川培地上における培養所見から, 大なる集落を作る2株と, 微小な集落

を作る39株とに区別 し得た｡

4 ) 分離菌株の中には,一般性状のはかに糖分解の成績,すなわち glucose,m altose,dextrin,glycogen,

sucrose の分解性から C . diphtheriae と考えられるものもあったが, ジフテリア毒素を生産するものは

なかった｡

5 ) 主として Latex 凝集反応により分離株および標準保存株の抗原構造の比較を臨み, C . pseudod-

iphtheriticum の抗原構造は均等であるのに対 し, C .xerosis の抗原構造は複雑であることを認めた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

大阪赤十字病院眼科外来患者の結膜嚢から好気性 Corynebacterium の分離を試みた｡

チオグリコレー ト培地を増菌培地とし, 荒川培地および血液寒天を用いて分離培養した｡ 得た純培養に

ついては形態, 運動, 硝酸塩還元, 糖分解, 毒素産生, Latex 凝集反応による免疫学的性状等を検査 し

て分類を行ない, つぎのどとき成績を得た｡

1 ) 本研究では好気性の Corynebacterium 53株を得た｡ これらはすべて G ram (+ ) の梓菌で, 51株

では異染小体をみとめた｡

2 ) これらの菌株を, 主として糖分解性 により C .xerosis 41株, C . pseudodiphtheriticum 2株,

D iphtheroid 5株, 所属を決定 し得ないもの 5 株に分類 し得た｡

3 ) C . xerosis 41株は, 荒川培地上の培養所見か ら大なる集落を作る2株と, 微小な集落を作る39株

に区別し得た｡

4 ) 分離菌株中には, その諸性状から C . diphtheriae と考えられるものがあったが, ジフテリア毒素

を産生するものはなかった｡

5 ) 主として Latex 凝集反応により, C .pseudodiphtheriticum の抗原構造は均等であるのを認めた

のに対 し, C . xerosis のそれは複雑であった｡

本研究は学術上有益なものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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